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土手沿い
臨時駐車場
※土日のみ

龍野小学校屋内運動場（体育館）
11月12日（土）・11月13日（日）
チケット 2000円 ※芸術祭入場券付  

定員 各100名 ※コンサートのみ開館

JR姫路駅
本竜野方面行
［姫路発時刻］

JR本竜野駅
姫路行

［本竜野発時刻］

時 分 時 分
9 08 46 9 05 38
10 22 50 10 10 42
11 21 51 11 13 43
12 22 52 12 14 44
13 23 53 13 15 45
14 24 54 14 16 46
15 25 53 15 17 48
16 23 54 16 15 46
17 25 59 17 17 51
18 24 58 18 22 54

旧脇坂屋敷
展示  ピョトル・ボサツキ / アグニェシュカ・
ポルスカ / 北川太郎   同時開催  アートde元気
ネットワークひょうご大学生との協働推進事業 
今井菜江 / 田中美帆（京都市立芸術大学）
※7日（月）・8日（火）休館

伏見屋商店
展示  太田三郎 / 笠木絵津子
開館  9：００－18：００　
※13日（日）のみ10：00－16：00　
　 6日（日）のみ休館

アポロスタヂオ
展示  笠木絵津子
開館  10：００－17：００

ガレリアアーツ＆ティー
同時開催  龍野アートプロジェクト
関連作家小品展
開館  11：００－18：００
※ 9日（水）のみ休館

旧龍野醤油同業組合事務所・
同組合醸造工場（国登録有形文化財）
展示  井上いくみ / 太田三郎 / 北川太郎 / 
小谷真輔 / 東影智裕 / ピョトル・ボサツキ / 
大西康明 / 笠木絵津子

01

龍野城
11月3日（木・祝）
チケット 1500円 ※芸術祭入場券付   

定員 100名 ※コンサートのみ開館

09

県民交流広場
展示  井上いくみ / 太田三郎 / 
大西康明 / 笠木絵津子 / 
北川太郎 / 東影智裕

02

03

武家屋敷資料館
展示  小谷真輔 / 芝田知佳

04

かどめふれあい館
展示  龍野アートプロジェクトアーカイブ / 
同時開催  アートde元気ネットワーク
　　　 ひょうご共同PRコーナー
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06

07

08

10+ 龍野アートプロジェクト+（プラス）展
中原邸 /川原町まちや案内所（メイン会場）/ 
シャッターや町家格子など屋外/他
計約20会場、8作家にて同時開催
※川原町まちや案内所 10:00－17:00 月曜休

文化庁委託事業 
 「平成28年度戦略的芸術文化創造推進事業」   
主催  文化庁 / 龍野アートプロジェクト
制作  龍野アートプロジェクト

龍野アートプロジェクト 代表：淺井良昭  イベント全体についてのお問い合せ先：
事務局 ガレリア アーツ&ティー内  〒679 - 4167 兵庫県たつの市龍野町富永1439
TEL / FA X 0791－63－3555  E-MAIL t at sunoar t2016@gmai l .com  

協賛 ポーランド広報文化センター / Culture.pl  協力 アートde元気ネットワーク推進会議 / たつの市立
龍 野 小 学 校  後援 た つ の 市 / た つ の 市 教 育 委 員 会 / （ 公 財 ）童 謡 の 里 龍 野 文 化 振 興 財 団 / 
たつの市音楽協会 / 姫新線利用促進・活性化同盟会 / 朝日新聞姫路支局 / 神戸新聞社 / 産経新聞社 / 
毎日新聞姫路支局 /読 売 新 聞 姫 路 支 局 / 共 同 通 信 社 / ＮＨＫ神 戸 放 送 局 / サンテレビジョン / 
ラジオ関 西 / NPO法 人フォーラム・ポーランド組 織 委 員 会 / 日本ポーランド協 会 関 西センター  

2016年11月3日（木・祝）－11月13日（日） 10:00－16:00 
展示会場 旧龍野醤油同業組合事務所・同組合醸造工場（国登録有形文化財） / 他  

龍野アートプロジェクト2016展示会場

ソプラノコンサート会場龍野アートプロジェクト+会場 薮田 翔一 オペラ『大奥』会場

会場MAP

01-08 作品展示会場
09 10 コンサート会場

 + 龍野アートプロジェクト+（プラス）会場

※コンサートには別途チケットが必要です
※会場付近は道が狭く、駐車場がありません、
　歩いて龍野の町並みをお楽しみ下さい

国 際 芸 術 祭 ｜ 時 空 の 共 振 
International Art Festival; Resonance of Time and Space



近年、私は作家の社会的責任や影響について取り上
げ、また美術史や歴史一般で用いられる言葉や意識の
中に見られる、正当化や排除のプロセスにおける様々
な立場を吟味してきました。（人物や身体や物質の）消滅の
瞬間や、誤解によって生じる進化という考え方は私の近
作の主なひらめきの源で、それを詩的で幻想的な形に
変形させています。言葉が人間の知覚に及ぼす影響や、
その限界についても分析しようとしています。特に、聞き
手の身体に直接起きる音の身体的影響、言葉の規則と
物理法則の類似性、名づけの過程など、様々なレベル
で起きる言語の物質化の過程に興味を持っています。

アグニェシュカ・
ポルスカ  
Agnieszka POLSKA

《医療体操》 映像 2008

作品と空間を共にする身体感覚に働きかけ、人の手を
超えるような体系を暗示させながら、この世界やその
裏側を知る方法を探っています。形に留めにくい素材
を使い、空間を大きく変え、そこに注がれた自身の行為
や作用が注がれる容器のように機能します。「それいがい」
を扱うことで、「そのもの」がくっきりと見えてくること。そ
の先や向こう側に思いを巡らせ、空洞や空白を想像力
で補完すること。少ない手がかりを基に、人はそれぞれ
の実体を得ることが可能です。

大西 康明
ONISHI Yasuaki

《vertical volume》
ミクストメディア 2009

橋を渡り龍野旧市街に入ると、突然タイムスリップを起こ
したような感覚に襲われる。戦災を免れたその街は永
遠の時を生きるかのように過去が現在の中に在った。ま
るで私の「時空写真」のように。この地なら他のアーティ
ストと共に「時空の共振」を起こすことができそうだと思っ
た。私は過去写真と現在写真をパソコンで交錯させて「時
空写真」というものをつくっている。写真は時間と空間
の中の一点で起こる現象を記録するが、時空のかけ離
れた二点で撮られた写真を並べればタイ ムマシン効果
を生みその断層は人に第三の世界を見せてくれる。そ
のままで既に「時空の街」である龍野であるが、私はあ
えて「時空写真」の方法でこの地に挑んでみたいと思う。

笠木 絵津子  
KASAGI Etsuko

《1953年正月、兵庫県尼崎市
元浜町2の89の引揚げ者の寮
にて、私を抱く母と、母を抱く私》 
デジタル加工写真  2007

夢でみたことや、好きなもの。ふだん思いついては消
えていく考えとか、通りすぎていく事とか状況。もやもや
がはれた時の感情や切り替わったこと、何か食べたこと。
いろんな気持ちを反芻しながら画面を考えています。

今回は何かを楽しみにして日にちを数えたり、我慢し
たり、調子がくるったりしていつもより気持ちが浮遊し
ていた少し特別な期間のできごとを記録した作品を
展示します。

芝田 知佳
SHIBATA Chika

《01/13-11/13 
いい人とエビと斜線の心境》
ポリエステル、綿、染料、
顔料、 オパール加工  
2013 

時間も空間も、現実世界に確かに存在しているはずな
のに、何かを通してしか認識できない。作品も、制作中
は確かにイメージが存在しているはずなのに、そのまま
現実世界に表すことができない。気になる作品を目に
したとき、それは、作品を通して作者と鑑賞者が、表す
ことのできない何か、共通の固有振動のようなものに
共振、共鳴しているのだと感じます。作品がその場所
で鑑賞者を待ち、人と作品が共に空間を共有し新たな
時間を作り出す。そんな作品を作りたい。

東影 智裕
HIGASHIKAGE Tomohiro

《侵食 I》
エポキシパテ、木、石、
アクリル絵具  
2013

児童虐待の報道に接する度に胸が痛くなる。2007年
から私は21世紀以降の朝日新聞縮刷版の閲覧を始
めた。「石の小箱」は虐待されて亡くなった子どもたち
を悼む作品である。切手状の紙片には子どもの名前
と死亡時の年齢および年号を記し、箱の中に小さな
石を納めた。私はこれらの小石が夜空に放たれ、星
になって輝くさまを思い描きながら、手を合わせる。

太田 三郎
OTA Saburo

《石の小箱》
紙、レーザープリント、紙箱、石  
2010－2016

ヨーロッパで生まれた写真術でいろいろな街の風景を
切り取り、そして写真を眺める。その行為によって自分
のオリジナリティや居場所を再確認する。旅をしながら、
特にフランスと日本、２つの国を行き来しながら見えて
きたもの。場所との関係性や記憶を、写真を使ったイ
ンスタレーションを通して繋げていけたらと思います。

井上 いくみ
INOUE Ikumi

《記憶の重なり》
醤油瓶、インクジェット、透明シール 
2015

空間に対峙することで生じる幾つかの私的な衝動を
抽出し、比重の異なる個別の要素として空間に点在さ
せる。次元のズレを孕みつつ、宙吊りにされたバラバラ
な点の集合が、どこかのタイミングで有機的に連動し
始めるような様子を思い描いている。

小谷 真輔
KOTANI Shinsuke

《hybrid surfing》
ミクストメディア 2013

厚さ3mmにスライスした石をひたすら積み重ねて造
形することにより、時間の可視化を試みました。石を積
んでいると、ある種の虫と植物の関係に思いが至りました。
過酷な地では植物が特定の虫に受粉を依存しており、
虫と植物のどちらか一方が絶滅すると、もう一方も絶
滅してしまうそうです。石と私の関係に似ている気がし
てきました。アトリエがある龍野の地で石達の成長する
空間を創造したいと考えています。

美術とのコラボレーションについて：歴史ある建築物
の中に展示される現代の美術作品。それらを繋ぎ合わ
せる架け橋となる音響をコンセプトに作曲しました。今回、
各美術作品から受けたインスピレーションだけでは無く、
その展示空間全体を意識したものになっています。

オペラ『大奥』について：「大奥」では、伝統的なオペラ
の上演様式を用いずに、客席を360度取り囲むよう
に配置されたステージ、スピーカー、スクリーンによって、
聴衆が音楽と映像に包まれ、まさに聴衆が演目の主
役となる空間を創ります。この作品で古典のオペラと
は違う、クラシック音楽の概念を超えた新しい音楽
アートを目指します。

龍野には歴史的な文化の蓄積も厚く、文化芸術を親
しむ環境にも恵まれ地元を拠点に制作を続ける作家
や、趣味として制作を楽しむ人口も少なくありません。
2011年より龍野アートプロジェクトに関わってきた
スタッフの中にも制作活動を行っているメンバーがおり、
その活動の一部や龍野ゆかりのメンバーの作品を
展示公開いたします。
 ｜同時開催｜

京都市立芸術大学大学院美術研究科彫刻専攻修士
課程2回生の今井菜江（1992年兵庫県生まれ）、田中美帆
（1990年京都府生まれ）による展示。

 ｜同時開催｜

北川 太郎
KITAGAWA Taro

《時空ピラミッド》
石、ボンド  2011

《バーと時計》で、片方の人物がもう片方よりも大きくな
るのは、もちろんある比喩として語ることができると思
います。ですが、実際のところ、私が特に考えていたの
は幾何学についてです。比喩的次元には関心があり
ませんでした。ここでは私の意図は非物質的であるよ
うに思えます。非物質的というのも、私たちの意志に関
わらず、全て物事は形而上学的な側面を持っているか
らです。例外なくあらゆる現象は同じ一つの物理学を
示しています。個々の現象はそれぞれ、ある意味では
全て類似しています。

ピョトル・ボサツキ
Piotr BOSACKI

《バーと時計》  
映像 2010-2011

薮田 翔一
YABUTA Shoichi

金治七海/河本ユクト/
紙上繁男/中尾美智也/
中原寧之/藤原恒/
見津孝一/山根由起子

龍野アート
プロジェクト+
Tatsuno Art Project Plus

アートde元気
ネットワークひょうご

大学生との
協働推進事業
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国際芸術祭「時空の共振」イベント 『ガイドツアー』  
11月5日（土）・6日（日） 
11：00－12：00（2回開催）

場所 旧醤油醸造同業組合集合  
入場 無料 ※別途芸術祭入場券が必要  
定員 各50名  案内 加須屋明子

『アーティストトークI・II』
『講演会 / パフォーマンス』の予約先  

龍野アートプロジェクト事務局 （ガレリア アーツ&ティー内）  

FAX  0791（63）3555   
MAIL  tatsunoart2016@gmail.com

『講演会 / パフォーマンス』 
11月16日（水） 16：00－17：30
開場 15：30  開演  16：00  
会場 県民交流広場  定員 50名
講師 スタシス・エイドゥリゲビチウス  
参加費 無料 / 要予約

MAP  01 / 02 /06  / 07

MAP  09 / 10

MAP  01 / 02 /03 

MAP  01 / 03 MAP 03 MAP  01 / 02

龍野アートプロジェクト2016カレンダー 開館時間 11/3
木

4
 金

5
 土

6
 日

7
 月

8
 火

9
 水

10 
木

11
 金

12
 土

13
 日

14
 月

15
 火

16
 水

01 旧龍野醤油同業組合事務所・同組合醸造工場 10:00 – 16:00 C C ／ ／ ／ ／

02 県民交流広場 10:00 – 16:00 A B ／ ／ ／ D

03 旧脇坂屋敷 10:00 – 16:00 ／ ／ ／ ／ ／

04 武家屋敷資料館 10:00 – 16:00 ／ ／ ／ ／

05 かどめふれあい館 10:00 – 16:00 ／ ／ ／ ／

06 伏見屋商店  ※13日（日）のみ 10:00 – 16:00 9:00 – 18:00 ／ ／ ／ ／

07 アポロスタヂオ 10:00 – 17:00 ／ ／ ／ ／

08 ガレリアアーツ＆ティー 11:00 – 18:00 ／ ／ ／ ／

09 龍野城 コンサートのみ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

10 龍野小学校屋内運動場 コンサートのみ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ○ ○ ／ ／ ／

MAP  01 / 02 / 06

MAP  01 / 04

MAP  03

MAP  +

MAP  04

C

D

E

MAP  01 / 02 

『アーティストトークI 』
11月3日（木・祝） 
10：30－12：00
会場 県民交流広場   
定員 各50名   進行 加須屋明子  
参加費 無料 / 要予約 
 ※別途芸術祭入場券が必要

パネラー

笠木絵津子 / 太田三郎 / 
大西康明 / 北川太郎 / 薮田翔一 /
ポーランド広報文化センタースタッフ

『アーティストトークII』
11月6日（日） 
14：00－15：30
会場 県民交流広場   
定員 各50名   
進行 加須屋明子  
参加費 無料 / 要予約 
 ※別途芸術祭入場券が必要

パネラー

ピョトル・ボサツキ / 
 東影智裕

BA

『龍野アートプロジェクト
   関連作家小品展』   ｜同時開催｜
11月3日（木・祝）－11月13日（日） 
11:00－18:00 
会場 ガレリアアーツ＆ティー  
休館 水曜日

MAP  01 / 02


